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生誕131・121年目の啄木と賢治
－ゆかりの地：高知・盛岡・花巻を訪ねて－
IshikawaTakubokuandMiyazawaKenjiwerebornago131,121years
水 野 信 太 郎
Shintaro MIZUNO
版画－1 金田一京助の横に立つ啄木（制作：水野）
作品－1 高知駅前南口の石川一禎と啄木の父子歌碑
作品－2 岩手県盛岡市「岩手公園」の石川啄木歌碑
作品－3 盛岡城跡公園の石垣から望む故郷の岩手山
作品－4 岩手県花巻の身照寺にある宮澤家と賢治の墓
作品－5 花巻市「ぎんどろ公園」に移された賢治詩碑
作品－6 盛岡市「下の橋」北詰に整備された賢治清水
平成29年は啄木と賢治が生誕して131年，121年目を迎えた。ともに岩手県に生まれ育った著名な文学者2
人である。作品－1は石川啄木（1886-1912）亡き後，次女トラ（1878-1945）の夫宅に身を寄せた父・石川
一禎（いってい，1850-1927）が没した地の歌碑。娘婿：山本千三郎（1870-1945）は鉄道マンで，彼は岳父
の没時に高知駅長であった。官舎が近くにあった現在のJR高知駅南口広場に啄木父子の歌碑がたつ。右側
の「よく怒る人にてありしわが父の／日ごろ怒らず／怒れと思ふ／啄木」と，左側の「寒けれと衣かるへき
方もなし／かゝり小舟に旅ねせし夜は／一禎」の短歌が刻まれている。
啄木自身が青春を過ごした不来方（こずかた：盛岡）の城跡に有名な歌碑（作品－2）がある。その短歌
「不来方のお城の草に寝ころびて／空に吸はれし／十五の心／啄木」は，余りにも知られた啄木作品。この
歌碑の左手遠方に，ふるさとの岩手山（作品－3）が望める。
岩手県花巻市は詩人・童話作家：宮澤賢治（1896-1933）の故郷。彼は当地で生まれ，このまちに眠る。作
品－4は宮澤家の墓所。賢治は作品中に登場させた「ふくろうたち」に今なお見守られて過ごす毎日である。
賢治が卒業した花城（かじょう）尋常高等小学校は元来，現在の花巻市役所のすぐ東側に位置した。その
場所に作品－5の詩碑が建てられた。しかし同校が別の場所に移り，詩碑は郊外の「ぎんどろ公園」に移さ
れる。この敷地は賢治が勤務した旧花巻農学校の跡地である。
岩手県の県都・盛岡は賢治にとっても，やはり青春の地であった。その盛岡城跡公園（岩手公園）の西端
隅から南側へ歩いて1～2分の「下の橋（しものはし）」の北詰（お城側）に賢治清水（作品－6）が整備
されている。本来の井戸そのものは，この文学碑の背後に現存する。その碑文は「夜明の間がら ちゃんが
ちゃんがうまこ／見るべとて 下の橋には いっぱ 人立つ」として知られる独特な祭りの風景である。
版画－2 花巻農学校の教壇に立つ賢治（制作：水野）
